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	応用
	抗原情報
	背景
	mTORC1のサブユニット。栄養素やホルモンのシグナルに応じて細胞の成長と生存を制御します。mTORC1は、成長因子またはアミノ酸に反応して活性化されます。成長因子刺激によるmTORC1の活性化には、AKT1を介したTSC1-TSC2のリン酸化が関与し、RHEB GTPaseが活性化されます。RHEB GTPaseはmTORC1のタンパク質キナーゼ活性を強力に活性化します。mTORC1へのアミノ酸シグナル伝達には、Ragulator複合体とRag GTPaseを介してリソソームへの再局在化が必要です。活性化されたmTORC1は、mRNA翻訳とリボソーム合成の主要な制御因子をリン酸化することにより、タンパク質合成をアップレギュレーションします。mTORC1はEIF4EBP1をリン酸化して、伸長開始因子4E（eiF4E）の阻害を解除します。 mTORC1はS6K1のThr-389をリン酸化・活性化し、PDCD4をリン酸化して分解を促進することでタンパク質合成を促進します。mTORC1内では、AKT1S1がmTORのリン酸化状態と14-3-3タンパク質への結合に依存してmTOR活性を負に制御します。RHEB-GTP依存性のmTORC1活性化を阻害します。AKT1リン酸化の基質ですが、AKT1非依存性のメカニズムによっても活性化されます。神経成長因子を介した神経保護にも関与している可能性があります。
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	全レーン：抗AKT1S1抗体（1:500～1:4000希釈）

